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― 横浜みなとみらいから火星旅行へ。―
お台場で話題を呼んだ“火星を巡る”VR体験

『THE SUNSET OF MARS』
8月、PLOT４８に登場！

７月６日（月）正午解禁

【お問い合わせ】ｔｖｋ広報 〒231-8001 横浜市中区太田町2-23 電話：045-663-2020 担当：川上・嶋田（編成部）

株式会社テレビ神奈川（横浜市）と株式会社マザーエンタテイメント（横浜市）は、未来の火星旅行を
体験できる次世代型VR体験『THE SUNSET OF MARS （ザ・サンセットオブマーズ ）』を、2026年8月
8日（土）より、横浜みなとみらいのPLOT48内「YOKOHAMA COAST REALITY PORT」にて開催いた
します。

本体験は、特許技術を活用し、未来の火星旅行を全身で体感できる新感覚のVR体験です。ゴーグ
ルを装着した来場者は、映像を“見る”だけではなく、火星の赤い大地を“歩き”、空間の広がりを感じな
がら、まるで本当に火星を旅しているかのような没入感を楽しむことができます。先般6月28日までは
お台場・フジテレビ球体展望室「はちたま」で開催され、多くの方に体験いただき、注目を集めた中で閉
幕いたしました。

横浜みなとみらいから、未来の火星旅行へ――。夏休みのおでかけにもぴったりの新たな体験型エン
ターテインメントをお届けします。

『THE SUNSET OF MARS』のポイント

① 特許技術が生み出す、“歩いて探索する”次世代型VR体験
VRゴーグルを装着すると、体験者はロケットで地球を飛び出し、宇宙旅行を経て火星へ。赤い大地を歩
いて探索し、ローバーで火星を走り、火星基地を見学するなど、未来の火星旅行を全身で体感できます。
本体験では、XRエンタメプラットフォーム「Scape®」を活用。限られた会場スペースでありながら、VR内
では広大な空間を歩き回っているかのように感じられる特許技術により、見るだけではない高い没入感
を実現しています。

② 火星旅行の思い出を、スマホに残せる
バーチャル空間内では、写真撮影や自撮りも可能です。体験後にはスマートフォンにダウンロードでき、
SNSに投稿することもできます。
火星の空に沈む幻想的な“青いサンセット”を背景に、親子や友人同士と火星旅行をしたかのような、こ
こでしか残せない一枚を楽しめます。

③ 横浜みなとみらいに新たな体験型エンターテインメントが誕生
会場は、横浜を代表する観光エリア・みなとみらいに位置する「PLOT48」。夏休みのおでかけ先としても
人気のエリアで、VR体験や火星に関連する展示で、楽しみながら、学びの場にもなります。
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イベント名
THE SUNSET OF MARS

ザ・サンセットオブマーズ

開催期間
2026年8月8日（土）～終了時期は未定

平日：10時～18時、土日祝：10時～19時（予定）

会場
PLOT48 「YOKOHAMA COAST REALITY PORT」

（神奈川県横浜市西区みなとみらい4-3-1  ツタンカーメン・ミュージアム横）

主催
THE SUNSET OF MARS横浜実行委員会
（株式会社テレビ神奈川、株式会社マザーエンタテイメント）

協力 THE SUNSET OF MARS製作委員会

内容 未来の火星旅行をテーマにした次世代型VR体験、火星関連展示

所要時間 約50分予定

料金

大 人 平日 2980円 休日 3480円 （大学生以上）

中高生 平日 1800円 休日 2500円

小学生 平日 1600円 休日 2300円

※7歳未満および身長110cm未満は体験不可。12歳以下は保護者の同意書が

必要

チケット販売開始 ７月５日（日）正午より販売開始予定

チケット販売URL https://thesunsetofmars.abal.jp/

限られた現実空間なのに、VR内では広大な
空間を歩き回ったように錯覚させる株式会社
ABALの特許技術を備えたXRプラットフォーム「
Scape®」は、8つのアプリ連動により100人同時
体験を少人数で運営可能です。18件の特許に
より物理空間を10〜20倍に拡張し、商業施設な
ど限られたスペースでも大規模なXRテーマパー
ク空間を構築可能です。

● 特許技術『XRエンタメプラットフォーム「Scape®」』について

特許技術による“空間拡張”イメージ

７月６日（金）正午解禁
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